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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 生後1週間低酸素状態に暴露されたラットで身体発

育成長および酸素消費量の減少，分時換気量の増加，

さらにガス交換単位の肺の構造上の変化が報告された

（Mortola et al， J． Appl． physiol．61；1329～1336，

1986）．本研究においては低酸素暴露後通常酸素状態

（空気呼吸）に復帰した際，上記変化の経時的推移を明

らかにすることを目的とした．

 方法

 12家系より92こ口Sprague－Dawleyラットを使用，

うち5家系のラットをコントロール群（以下C群）と

し，7家系のラットを低酸素暴露群（以下H群）とし

た．H群は生後24時間以内に10％低酸素呼吸下に生後

6日目まで置いた．生後7日目より空気呼吸に復帰し，

生後7週目まで1週間毎に下記項目〔1）～6）〕につい

て測定を継続した．

 1）体重，2）酸素消費量（manometric method），

3）分時換気量，呼吸数（now plethysmography及び

barometric method），4）ヘマトクリット，5）乾燥心

臓重量，6）乾燥肺重量，7）動脈血液ガス及びpH（生

後45～55日目室内空気呼吸下）．

 結果及び考察

 1）低酸素暴露中，H群でほとんど体重は増加せず，

生後7日目でC群の44％であった．しかし空気呼吸復

帰後体重増加率はH群で著明となり，7週目にC群

と同程度の体重となった．2）酸素消費量については

H群において空気呼吸復帰直後，体重増加率の上昇と

ともにC群より77％増加をみた．しかし以後発育とと

もに減少し，5～7週目でC群と同程度となった．3）

H群の分時換気量は，いずれの観察期間中常にC群よ

り増加し，体重及び酸素消費量がC群と差のなくなっ

た生後7週目でも64％の増加をみた．又この増加は呼

吸数の増加よりも主に一回換気量の増加によることが

知られた．4）H群の動脈血酸素分圧はC群と差がな

く85．9Torrであったが，炭酸ガス分圧は二値を示し肺

胞換気量の増加に伴う呼吸性アルカローシスを呈し

た．このことより，H群での分時換気量の増加は，新

生児期の低酸素暴露による呼吸調節機構の障害の可能

性が示唆された．5）ヘマトクリット及び乾燥心重：量

は，室内空気復帰直後それぞれ56％，62％とC群に比

し高かったが，1週間後には，C群と差が見られなく

なった．これに対し乾燥肺重量は，常にC群より重

かった．

 結論

 生後6日間の低酸素（10％02）暴露により，分時換

気量，酸素消費量，ヘマトクリット，体重，心肺重量

に大きな変化をきたした．しかし，空気呼吸復帰1週

間後にヘマトクリットと心重量はC群に比較し有意

差はみられず，一方肺重量および換気量は，なお増加

し，かつ非代償性呼吸性アルカローシスを示したこと

より，新生児期の低酸素暴露が，呼吸調節機構に長期

的影響を及ぼすことが示唆された．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は，生後1週間，低酸素状態に暴露されたのち空気呼吸に復帰したラットについて，呼吸・循環系の

回復過程を経時的，かつ生理学的に測定したものである．循環系は早期に回復したが，呼吸器系は回復がおく

れ，特に呼吸調節機構に影響のみられることを明らかにしたもので，学術上，価値ある研究である．
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